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上
代
に
お
け
る
疑
問
推
量
の
表
現

―
―
和
語
と
漢
語
の
意
味
領
域
と
語
法
的
相
関
―
―

は
じ
め
に

本
稿
に
い
う
疑
間
推
量
の
表
現
と
は
、
モ
シ
に
該
当
す
る
副
詞
に
よ
っ
て
導

か
れ
る
疑
間
表
現
全
般
を
さ
す
。
こ
れ
は
広
義
の
疑
問
表
現
の
範
疇
に
含
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
形
式
と
内
容
に
よ
る
分
類
を
用
例
と
と
も
に
示
す
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

①
内
容
的
疑
問

（説
明
要
求
）

是
時
流
水
間
二
樹
神
■
百
、
記
　
　
　
若

処
魚
頭
数
為
有
二
幾
何
Ｌ
」

翁
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
九
）

②
肯
否
的
疑
問

（判
定
要
求
）

間
レ
婢
日
、
「若
人
有
二
門
外
一哉
。」
　
　
　
　
（『．古
事
記
』
上
巻
）

③
選
択
的
疑
間

（選
択
要
求
）

於
レ
是
、
奇
異
疑
思
、
「若
経
短
臭
、
若
函
延
実
。・一

翁
日
本
霊
異
記
」
中
巻
第
六
）

こ
れ
ら
は
さ
ら
に
質
問
表
現
と
疑
惑

（疑
い
）
表
現
と
に
わ
け
て
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
③
の
選
択
的
疑
間
は
②
の
肯
否
的
疑
間
が
二
つ
以
上
並
べ
ら
れ
た
疑
間

形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「若
」
に
よ
る
こ
の
表
現
に
自
ず
と
並
列
の
要
素
が
重

な
っ
て
く
る
点
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

是

澤

範

三

上
に
あ
げ
た
の
は
、
い
ず
れ
も

「若
」
が
絡
む
表
現
の
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、

②
③
の
静
場
」
に
よ
り
導
か
れ
る
疑
問
推
量
の
表
現
は
和
化
漢
文
に
特
有
の
用

法
で
あ
る
。
漢
訳
仏
典
で
あ
る
①

（西
大
寺
本
平
安
初
期
点
）
の
例
に
は
「為
」

に
対
す
る
注
記

「若
」
が
本
邦
に
お
い
て
施
さ
れ
、
意
義
と
と
も
に
モ
シ
の
訓

み
を
示
す
。
そ
も
そ
も

「
モ
シ
カ
ス
ル
ト
」
と
訳
し
う
る

「若
」
の
表
現
が
、

不
定
詞
を
伴
う
内
容
的
疑
間
の
形
式
を
と
る
こ
と
は
基
本
的
に
あ
り
に
く
い
。

こ
こ
は

「
こ
の
魚
の
頭
の
数
は
、
イ
ッ
タ
イ
い
く
つ
あ
る
の
か
」
と
解
す
る
の

が
適
当
な
よ
う
に
、
和
訓
モ
シ
で
は
馴
染
ま
な
い
。
そ
れ
で
は
何
故
に

「為
」

に
対
し
て

「若
」
が
注
記
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は

「為
」
字
の
多
義
性

に
あ
る
。

「為
」
の
訓
詰
に
つ
い
て
は
「妙
法
蓮
華
経
釈
為
為
二
章
」
（窺
基
撰
）
な
る
、

『法
華
経
』
中
の

「為
」
字
の
み
に
つ
い
て
の
解
説
書
が
中
国
に
存
し
、
西
谷

登
七
郎

（
一
九
五
八
）
が

「彼
の
土

（筆
者
注
―
中
国
）
の
人
士
に
も

一
般
に

「為
」
字
が
読
み
難
く
、
卒
然
そ
の
義
訓
を
把
握
し
得
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な

か
ろ
う
か
」
と
そ
の
選
述
の
動
機
を
推
察
す
る
。
そ
の
書
に
は
平
声
に

「由

・

求

。
当

。
得

・
定

・
被

。
作

。
是

。
名
」
の
九
訓
、
去
声
に

「以

・
与

。
助
」

の
三
訓
が
あ
る
。
「為
」
の
訓
詰
が
こ
れ
に
尽
き
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
こ

の
よ
う
に
多
義
性
に
富
む
「為
」
の
訓
釈
に
「若
」
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
「若
」



に
よ
る
疑
問
推
量
が
本
邦
に
お
い
て
そ
れ
だ
け
あ
り
ふ
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い

（３
）

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
①
に
お
け
る

「若
」
の
施
注
も
ひ
と
え
に
そ

れ
が
疑
間
文
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

仏
典
に
お
け
る

「為
」
に
よ
る
疑
間
推
量
の
訓
読
史
に
つ
い
て
は
、
平
安
初

期
以
降
の
訓
点
資
料
を
精
査
し
た
三
保
忠
夫

（
一
九
七
六
）、
日
島
硫
堂

（
一
九

九
九
）
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
み
え
る
モ
シ
の
訓
の
淵
源
は
上
代
の

和
化
漢
文
に
求
め
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
拙
稿

（
一
九
九
九

。
二
〇
〇
〇
）
の
成

果
を
ふ
ま
え
、
上
代
に
お
け
る
疑
間
推
量
の
表
現
に
つ
い
て
、
そ
の
表
現
形
式

が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
を
訓
読
の
問
題
と
し
て
考
察
し
、
対
応
す
る
和

語
と
漢
語
の
意
味
領
域
が
相
互
の
影
響
に
よ
り
拡
大
し
、
互
字
的
に
用
い
ら
れ

る
様
相
を
記
述
す
る
。

一　
上
代
に
お
け
る
疑
問
推
量
の
表
現

疑
間
表
現
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
主
体
的
表
現
で
あ
り
、
会
話
文
も
し
く
は
心

話
文
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
疑
間
推
量
の

表
現
に
も
当
て
は
ま
る
。
上
代
に
お
け
る
疑
間
推
量
を
導
く
和
語
の
副
詞
に
は

「
モ
シ
・ケ
ダ
シ
・
ハ
タ
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
ケ
ダ
シ
・
ハ
タ
は
、
『万
葉
集
』

の
和
歌
に
そ
の
仮
名
書
き
例
が
存
し
、
モ
シ
の
仮
名
書
き
例
は
見
え
な
い
が
、

孤
例
な
が
ら
仮
設
の
例
が

『万
葉
集
』
の
天
平
勝
宝
三

（七
五

一
）
年
、
大
伴

家
持
の
歌
に
見
ら
れ
、
音
数
律
か
ら
も
モ
シ
と
認
め
ら
れ
る
。

な
か
役
毅
架
維
税
勢
極
罐
識
義
井
聯
酪
繊
い
一
（巻

一
九

・
四
二
三
八
）

以
下
、
モ
シ
。
ケ
ダ
シ
・
ハ
タ
の
表
現
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（ａ
）
モ
シ

拙
稿

（
一
九
九
九
）
で
は
上
代
の
文
献
に
お
い
て
特
徴
的
な
、
和
化
的
用
法

と
し
て
の

「若
」
に
よ
る
疑
間
推
量
の
表
現
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
の
表
現
は

記
紀
に
お
い
て
、
そ
の
多
く
が
質
問
表
現
と
し
て
会
話
部
に
見
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
モ
シ
が
仮
設
と
疑
間
推
量
の
両
義
を
有
す
る
確
認
の
表
現
で
あ
る
こ

と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
（
唸
『古
事
記
』
に
お
け
る

「若
」
の
例
が
、
モ
シ
と
訓

』
け
“
噺
聟
臓
繭
酬
囃
強
ぼ
蒙
れ
な
婢
倒
れ
れ
】
資
鍔
れ
は
〕
”
薇
幸
河
囃
辞

は
か
な
り
早
い
段
階
で
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
、
モ
シ
の
並
列
の
用
法
は
、
逆

に
漢
語

「若
」
の
影
響
に
よ
り
生
じ
た
も
の
、
つ
ま
り
漢
文
訓
読
語
と
見
ら
れ

街
咄
和
語
で
あ
る
モ
シ
と
漢
語

「若
」
と
の
関
係
を
簡
略
に
図
示
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。
（実
線
は
元
来
具
有
の
意
味
用
法
、
破
線
は
和
語
も
し
く
は
漢
語

の
用
法
を
受
け
、
同
化
さ
れ
た
も
の
。）

モ
シ
ー
若；
由
宦
甲
若

漢
文
訓
読
語

（ｂ
）
ケ
ダ
シ

ケ
ダ
シ
に
当
て
ら
れ
る
漢
字
は

「蓋
」
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
『万
葉
集
』
で

は

「若
」
と

「蓋
」
が
互
字
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
が

疑
問
推
量
を
意
味
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
左
注
の
表
記
は
編
者

の
疑
惑
を
表
す
と
み
ら
れ
る

「疑
」
字
と
共
に
熟
字
を
構
成
し
て
お
り
、
さ
ら

に
明
快
で
あ
ヶ
叱
し
か
し
ヽ
『万
葉
集
』
に
お
け
る
ケ
ダ
シ
は
疑
問
推
量
だ
け
で

は
な
く
仮
設
の
用
法
も
あ
る
。
ま
た
、
『新
撰
字
鏡
』
（巻

一
）
の

「傑
」
の
訓

は
、
ケ
ダ
シ
が
仮
設
を
表
す
訓
と
し
て
注
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



傑　割］噸回肛朧雌瑯榊購榊　※傍線は筆者による

そ
も
そ
も
漢
語
と
し
て
の

「蓋
」
に
仮
設
の
用
法
は
な
く
、
「蓋
」
と
ケ
ダ
シ
は

必
ず
し
も
用
法
的
に
合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
疑
問
推
量
に
つ
い
て

も
い
え
る
。
［図
１
］
は
、
『万
葉
集
』
の
和
歌
に
お
け
る
仮
設
を
含
む
ケ
ダ
シ

の
語
句
と
、
句
中
に
含
ま
れ
る
助
詞
に
注
目
し
て
図
示
し
た
も
の
、
以
下
は
そ

（８
）

の
分
類
に
よ
る
全
用
例
で
あ
る
。

○
疑
問

［～
か
］

馬
の
音
の

と
ど
と
も
す
れ
ば

松
蔭
に

出
で
て
そ
見
つ
る

若
君
香
跡

（巻

一　
一　
。
一
二
ハ
五
三
）

○
疑
間

［～
や
］

古
に

恋
ふ
ら
む
鳥
は

ほ
と
と
ぎ
す

主皿哉
鳴
之

我
が
思
へ
る
ご
と

（巻
二
。
一
一
二
　
額
田
王
）

‥
そ
こ
故
に

慰
め
か
ね
て

気
田
敷
藻

相
屋
常
念
而

［
一
云
、
公
毛
相
哉

登
］
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二
。
一
九
四
　
柿
本
人
麻
呂
）

夜
昼
と

い
ふ
わ
き
知
ら
ず

我
が
恋
ふ
る

情

圭
皿
夢
所
見
寸
八

（巻
四

・
七

一
六
　
大
伴
家
持
）

琴
取
れ
ば

嘆
き
先
立
つ

圭
ｍ
毛

琴
之
下
樋
ホ

嬬
哉
匿
有

（巻
七

・
一
一
二
九
）

な
ぞ
鹿
の

わ
び
鳴
き
す
な
る

主
皿
毛

秋
野
之
芽
子
也

繁
将
落

（巻

一
〇

。
二
一
五
四
）

…
心
に
は

火
さ
へ
燃
え
つ
つ

思
ひ
恋
ひ

息
づ
き
余
り

気
太
之
久
毛

安

布
許
等
安
里
也
等
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻

一
七
・四
〇

一
一
）

○
推
量

［～
（む
）
か
も
］

百
足
ら
ず

八
十
隅
坂
に

手
向
せ
ば

過
ぎ
に
し
人
に

主
皿
相
牟
鴨

（巻
三

・
四
二
七
　
刑
部
垂
麻
呂
）

蓋
毛

人
之
中
言

聞
可
毛

，）
」
だ
く
待
て
ど

君
が
来
ま
さ
ぬ

（巻
四

。
六
八
〇
　
大
伴
家
持
）

吾
妹
子
が

や
ど
の
ま
が
き
を

見
に
行
か
ば

圭ｍ
従
門

将
返
却
可
聞

（巻
四

・
七
七
七
　
大
伴
家
持
）

吾
妹
子
が
形
見
の
住
配
ポ
は
花
の
み
に
囃
耐
り副
く実み魯
税
藤
蹴

（巻
八
。
一
四
六
三
　
大
伴
家
持
）

山
科
の

石
田
の
社
に

幣
置
か
ば

圭ｍ
吾
妹
示

直

相
鴨

（巻
九

。
一
七
三

一　
藤
原
宇
合
）

沖
行
く
や

赤
ら
小
舟
に

つ
と
遣
ら
ば
封

疋
見み
而て
雛
鮨
魅
蹴

（巻

一
六

。
三
八
六
八
　
志
賀
自
水
郎
）

明
日
の
日
の

布
勢
の
浦
廻
の

藤
波
に

気
太
之
伎
奈
可
受

知
良
之
氏
牟
可

母
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻

一
八
・
四
〇
四
三
　
大
伴
家
持
）

…
か
く
恋
ひ
ば

老
い
付
く
我
が
身

気
太
志
安
倍
牟
可
母

（巻

一
九

。
四
三
二
〇
　
坂
上
郎
女
）

○
順
接
仮
定

［～
は
。
～
ば
］

夕
々
に

我
が
立
ち
待
つ
に

若
雲

君
不
来
益
者

応
辛
苦

（巻

一
三
二

一九
二
九
）

け け け     図
だ だ だ  1
し し し   口

凩 』
設  量 問  ⌒
―
 
―
 和

tS,や
か

警
も    お

け
1 3 8 6 1 る
例 例 例 例 例 ケ

ダ
シ

九
例



人
目
多
み
直
に
逢
は
ず
て
製呵
気
議
蕊
建
都
議
各
攪
有む裳も

（巻

一
二
・
三

一
〇
五
）

我
が
背
子
し

知
濠
之し
藤
可か
良ら
婆ぼ

思し
瀞
舞
倍ヘ
ル

藤
低で
乎を
朴
良ら
左さ
術

見み
都っ
追っ

志
努
波
牟
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻

一
五

・
三
七
二
五
　
狭
野
弟
上
娘
子
）

○
逆
接
仮
定

［～
と
も
］

山
守
は
製呵
購
札
吾ゎ漿
之も子こか
協
紀
概
乎を
だ
牲
解
ル
方も

（巻
三

・
四
〇
二
　
大
伴
駿
河
麻
呂
）

ケ
ダ
シ
に
よ
る
疑
間
推
量
の
す
べ
て
が
、
表
記
の
上
で
も
明
記
さ
れ
る
形
で

「力
」、
「ヤ
」、
「カ
モ
」
の
い
ず
れ
か
を
下
接
す
る
の
は
、
ケ
ダ
シ
の
陳
述
副

詞
と
し
て
の
性
格
を
示
す
。
ま
た
、
仮
定
に
お
い
て
順
接

・
逆
接
い
ず
れ
も
と

り
う
る
点
は
、
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
タ
ト
ヒ
と
対
応
す
る
。

ケ
ダ
シ
と

「蓋
」
の
用
法
は
、
必
ず
し
も
合
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「蓋
」

の
意
味
は
荻
生
組
惣
が

「不
敢
決
辞
」
と
し
た
よ
う
な
、
断
定
を
避
け
る
表
現

と
み
る
の
が
よ
い
。
ま
た
、
「蓋
聞
」
な
ど
の
よ
う
な
発
語
と
し
て
の
用
法
は
和

語
の
ケ
ダ
シ
に
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
疑
間
推
量
と
し
て
の
ケ
ダ
シ
に

「蓋
」

が
当
て
ら
れ
た
結
果
、
そ
の
訓
が
固
定
し
て
発
語
の

「蓋
」
に
ま
で
ケ
ダ
シ
が

及
び
、
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
ケ
ダ
シ
が
成
立
し
た
こ
と
を
示
唆
す
な
ぜ
こ
こ

に
和
語
と
し
て
の
ケ
ダ
シ
か
ら
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
ケ
ダ
シ
ヘ
の
大
き
な
語

性
の
変
化
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
よ
う
。
以
上
を
簡
略
に
図
示
す
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

ケ
ダ
シ
ー
蓋夕
由
●

Щ
蓋

漢
文
訓
読
語

（
３

ハ
タ

『万
葉
集
』
の
和
歌
中
、
ハ
タ
と
訓
み
う
る
例
は
次
の
五
例
で
あ
る
。
④
は

井
手
至

（
一
九
五
八
）
の
説
に
よ
る
。

①
み
吉
野
の

山
の
あ
ら
し
の

寒
け
く
に

為
当
也
今
夜
毛

我
独
宿
牟
（Ｈ
）

（巻

一　
七
四
　
作
者
未
詳
）

②
神
さ
ぶ
と

否
に
は
あ
ら
ず

ル
分
也ゃ
ル
多

如か
是く
為し
而て
観
二に
佐き
寿
之し
家‐ナ
争

可
聞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
四
　
七
六
二
　
紀
女
郎
）

③
さ
雄
鹿
の

鳴
く
な
る
山
を

越
え
行
か
む

日
谷
八
君

当
不
相
将
有

（巻
六
　
九
五
三
）

④
世
の
中
は

常
か
く
の
み
と

思
へ
ど
も

半
手
不
忘

猶
恋
在

（巻

一
一　
一
〓
二
八
二
　
人
麻
呂
）

⑤
痩
す
痩
す
も

生
け
ら
ば
あ
ら
む
を

波は
歩
也ゃ
波は
歩

藤
奈な
俸
乎を
漁と
恥
跡と

河
ホ
流
勿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻

一
六
　
一二
八
五
四
　
大
伴
家
持
）

ハ
タ
の
例
は
①
③
の
原
文
に
見
る
よ
う
に
、
そ
の
漢
字
表
記
に
特
徴
の
見
ら

れ
る
語
で
あ
る
。
そ
し
て
、
①
の

「為
当
」
は

『日
本
書
紀
』
に
も

一
箇
所
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

許
勢
臣
間
二
王
子
恵
一日
、
「剰
劃
欲
ラ
留
此
間
一、
利
判
欲
ラ
向
本
郷
ピ

３
日
本
書
紀
』
巻

一
九
）

こ
れ
は
、
仏
教
伝
来
を
伝
え
る
欽
明
天
皇
紀
の
例
で
あ
る
。
場
面
は
許
勢
臣

と
い
う
人
物
が
、
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
百
済
の
王
子
恵
に
対
し
、
「
こ
こ
日
本
に

滞
留
し
た
い
と
望
む
か
、
そ
れ
と
も
本
国
に
帰
り
た
い
と
望
む
か
」
（新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
訳
、
以
下
同
じ
）
と
た
ず
ね
、
王
子
恵
が
、
「仰
せ
の
ま
ま
に
従

い
ま
す
」
と
答
え
る
と
こ
ろ
。
こ
れ
は
疑
問
推
量
と
い
う
よ
り
単
な
る
選
択
的

疑
間
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
神
田
喜

一
郎

（
一
九
二
四
）
は
、
こ
の

「為

当
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
証
し
た
。



漢
土
に
於
て
六
朝
時
代
よ
り
行
は
れ
し

一
種
の
俗
語
な
る
が
、
（中
略
）
そ

の
多
く
が
会
話
中
に
使
用
せ
ら
れ
た
る
こ
と
の
注
意
せ
ら
る
る
外
、
そ
の

意
義
が
、
二
件
若
し
く
は
そ
れ
以
上
の
判
断
を
示
し
、
そ
の
択

一
を
要
求

す
る
も
の
な
る
こ
と
も
略
々
察
知
せ
ら
る
る
な
り
。

こ
こ
に
い
う
俗
語
と
は
、
中
国
口
語
表
現
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

松
尾
良
樹

（
一
九
九

一
）
の
指
摘
が
あ
る
。

後
漢
～
六
朝
期
の
漢
訳
仏
典
で
は
、
疑
問
文
の
は
じ
め
に
発
間
の
辞
が
多

用
さ
れ
る
の
が

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
に
お
い
て
モ
シ
・
ハ
タ
と
訓
ま
れ
る
一
連
の
漢
語
副
詞
は
、
後

漢
～
六
朝
期
の
漢
訳
仏
典
の
疑
間
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
発
間
の
辞
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
そ
れ
ら
漢
訳
仏
典
に
見
ら
れ
る
中
国
口
語
と
し
て
の
発
間
の
辞
に
は

（・２
）

次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

為

。
当

。
頗

・
寧

・
審

・
定

。
寛

・
為
当

。
為
是

。
為
復

。
当
復

こ
れ
ら
中
国
口
語
と
し
て
の
発
間
の
辞
に
は
、
日
本
に
お
い
て
も
「若
」
「
モ
シ
」

「
ハ
タ
」
の
付
訓
が
な
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て

『日
本
書
紀
』
の
例
は
、

次
に
あ
げ
る
『釈
日
本
紀
』
、
そ
し
て
、
訓
を
有
す
る
兼
右
本
で
は
、
上
を
モ
シ
、

下
を
ハ
タ
と
訓
む
。

・
為
当
　
・
為
当
　
　
　
　
　
　
（『釈
日
本
紀
』
巻
第

一
八
　
秘
訓
三
）

こ
の
よ
う
な
選
択
的
疑
間
が
上
を
モ
シ
、
下
を
ハ
タ
と
訓
む
こ
と
は
、
次
に
あ

げ
る
古
記
録
の
例
な
ど
が
そ
の
証
左
と
な
る
。
ま
た
、
平
安
初
期
の
訓
点
資
料

群
で

「為
（当
ど

に
モ
シ
が
付
訓
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
疑
間
推
量
の
表
現
が
モ

シ
と
訓
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
は
、
三
保
忠
夫

（
（一勁
七
六
）、
田

島
続
堂

（
一
九
九
九
）
に
詳
し
い
調
査
が
あ
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

又
間
。
此
文
訴
訟
者
。
未
レ
知
。
於
二
争
罪
一何
。
若
同
二
此
文
一哉
。
為
当

同
二
侵
奪
一哉
何
。　
　
　
　
つ
令
義
解
』
逸
文
　
紅
葉
山
文
庫
本
裏
書
）

国
史
大
系

『令
集
解
』
四
　
逸
文
と
し
て
所
収

前
司
時
勘
定
所
司
測
勘
失
歎
。
剰
劃
当
任
勘
定
所
司
令
加
増
欺
。

「丹
後
国
前
雑
掌
海
成
安
解
」
η
平
安
遺
文
」
巻
二
―
六

一
七
）

さ
て
、
『日
本
書
紀
」
に
は
ハ
タ
と
訓
じ
ら
れ
る
例
が
九
箇
所
確
認
で
き
る
。

小
島
憲
之

（
一
九
五
五
）
は
こ
れ
ら
の
表
現
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ハ
タ
は
、
物
を
二
つ

（ま
た
二
つ
以
上
）
並
べ
て
Ａ
か
Ｂ
か
選
択
す
る
こ

と
ば
、　
一
種
の
転
換
の
こ
と
ば
で
あ
り
、
更
に
云
へ
ば
、　
一
方
を

一
旦
挙

げ
て
更
に
こ
れ
を
抑
止
し
、
抑
へ
な
が
ら
他
を
挙
げ
る
わ
け
に
な
る
。
こ

れ
は
や
が
て
助
字

「抑
」
に
関
係
し
て
く
る
。

こ
の
ハ
タ
と
訓
み
う
る
一
群
が

「蓋
」
や

「若
」
と
異
な
る
点
は
、
選
択
的
要

素
が
強
い
こ
と
の
他
に
、
そ
れ
が
内
容
的
疑
間
を
も
表
現
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
最
初
に
示
し
た
疑
間
推
量
の
形
式
に
よ
る
分
類
に
照
ら
し
、
本
質
的

に
同
じ
疑
問
表
現
で
あ
る
肯
否
的
疑
間
と
選
択
的
疑
間
を
Ａ
と
し
て
ま
と
め
、

モ
シ
と
し
て
は
あ
り
に
く
い
内
容
的
疑
間
を
Ｂ
と
す
る
。
そ
し
て
、
疑
問
文
で

は
な
い

「抑
」
に
代
表
さ
れ
る
発
語
の
辞
を
Ｃ
と
し
て
分
類
し
た
。
こ
の
分
類

に
従
っ
て

『日
本
書
紀
』
の
九
例
を
見
て
み
よ
う
。
（数
字
は
日
本
古
典
文
学
大

系
の
頁
を
示
す
）

Ａ
　
疑
問
推
量

（肯
否
的
疑
問

ｏ
選
択
的
疑
問
）

①
時
天
釧
女
復
間
日
、
「汝
日
先
レ
我
行
乎
、
捌
我
先
レ
汝
行
乎
。
」

（巻
二
　
第
九
段

一
書
第

一
）
硼

②
皇
孫
日
、
「雖
二
復
天
神
之
子
一、
如
何

一
夜
使
レ
人
娠
乎
。
抑
非
・一吾
之

兒
一歎
。
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二
　
第
九
段

一
書
第
二
）
螂

③
許
勢
臣
問
一一王
子
恵
一日
、
「測
劃
欲
ラ
留
此
間
一、
劇
劃
欲
・ラ
向
本
郷
ピ

（巻

一
九
　
欽
明
天
皇
紀
）
１１５

④
自
付
度
日
、
「周
無
レ
見
レ
敗
。
非
レ
願
難
レ
成
。
」



（巻
二
一　
崇
峻
天
皇
紀
）
鵬

Ｂ
　
疑
問
推
量

（内
容
的
疑
間
）

⑤
百
済
王
聖
明
、
略
以
詔
書
示
日
、
Γ
・副
例
何
如
、
能
建
二任
那
ピ

（巻

一
九
　
欽
明
天
皇
紀
）
８９

⑥
遣
レ
使
詔
二
千
百
済
一日
、
「徳
率
宣
文
、
取
帰
以
後
、
当
復
何
如
。
消

息
何
如
。
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻

一
九
　
欽
明
天
皇
紀
）
９７

⑦
俄
而
蘇
我
臣
問
訊
日
、
Γ
・劃
例
何
咎
致
二
荻
禍
一也
。
今
復
何
術
用
鎮
ニ

国
家
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
一
九
　
欽
明
天
皇
紀
）
１１５

Ｃ
　
発
語

（平
叙
文
）

③

「抑
又
聞
二
於
盟
土
老
翁
一、
日

『…
　
　
　
（巻
三
　
神
武
天
皇
紀
）
硼

⑨

「…
抑
有
レ
由
焉
。」
　
　
　
　
　
　
　
（巻

一
七
　
継
体
天
皇
紀
）
２７

Ａ
～
Ｃ
の
例
は
、
そ
の
分
布
が
書
紀
区
分
論
で
い
う
Ｉ
群

（巻

一
～
二
）
と
Ⅲ

群

（巻

一
四
～
二
一
、
二
四
～
二
七
、
三
〇
）
の
う
ち
に
偏
在
す
“
だ
（③
は
巻

三
に
あ
る
が
、
巻
三
は
Ｉ
群
の
延
長
上
に
あ
っ
て
そ
の
帰
属
に
疑
間
を
残
す
こ

と
は
拙
稿

（
一
九
九
八
）
三
八
頁
に
述
べ
た
。
）
疑
間
推
量
に
つ
い
て
い
え
ば
、

Ｈ
群

（巻
三
～

一
三
、
三
二
～
二
三
、
二
八
～
二
九
）
の
疑
問
推
量
の
表
現
は

「若
」
に
よ
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
述
作
者
の
問
題
と
無
関
係

で
な
か
ろ
う
。
Ａ
～
Ｃ
の
例
は
、
そ
れ
が
中
国
語
文
の
あ
り
か
た
と
類
似
す
る

点
で
、
Ｉ

・
Ⅲ
群
の
特
徴
を
な
し
、
そ
れ
が
ハ
タ
と
訓
ま
れ
る
こ
と
は
、　
ハ
タ

の
漢
文
訓
読
語
と
し
て
の
性
格
を
示
唆
す
る
。
小
島
憲
之

（
一
九
五
五
）
は
そ

の
よ
う
な
ハ
タ
の
性
格
を
指
摘
す
る
。

ハ
タ
は
種
々
の
漢
籍
の
文
字
を

一
つ
の
国
語
に
代
表
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
現
代
語

一
つ
を
用
意
し
た
だ
け
で
ハ
タ
の
意
味
内
容
を
網
羅
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
原
義
が
動
か
さ
れ
な
い
限
り
は
国
語
訳
と
し
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
場
合
に
言
換
え
を
し
て
よ
い
。

以
上
を
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ハ
タ
ー
為
当

二
　
和
語
と
漢
語
の
意
味
領
域
と
語
法
的
相
関

一
連
の
副
詞

「若
」
「蓋
」
「為
当
」
は

［表
１
］
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

［表
１
］
漢
語
と
和
語

為
当 蓋 若

副
詞

正
格
用
法

（中
国
口
語
）

正
格
用
法

（中
国
文
語
）

和
化
的
用
法
位

相

モ

シ

ｏ

ハ
タ

ケ

ダ

シ

モ

ン

訂‖

※
③

「為
当
」
は

「為

。
頗

。
当

・
絡

・
為
復

。
当
復
」
な
ど

を
含
み
、
代
表
さ
せ
た
も
の
。

次
に
、
対
応
す
る
和
語
と
漢
語
の
意
味
領
域
が
相
互
の
影
響
に
よ
り
拡
大
し
、

互
字
的
に
用
い
ら
れ
る
様
相
と
し
て
図
示
し
た
の
が

［表
２
］
で
あ
る
。

モ
シ
。
ケ
ダ
シ
・
ハ
タ
ー
三
者
に
共
通
す
る
疑
間
推
量
を
軸
と
し
て
、
矢
印

は
漢
語
、
も
し
く
は
和
語
に
お
け
る
意
味
用
法
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
示
（史
。

こ
の
用
法
の
同
化
と
も
い
い
う
る
拡
大
は
、
結
果
と
し
て
漢
文
訓
読
語
、
も
し

く
は
和
化
的
用
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
新
た
に
付
加
さ
れ
た
語
法
で
あ

タ

」「一|―]
発醤並
語董列

甲
為
当



Ｚ
り

。

［表
２
］
和
語
と
漢
語
の
意
味
領
域
と
語
法
的
相
関

③
　
為
当

②

蓋

①

若

③
　
ハ
タ

②
　
ケ
ダ
シ

①

　
モ
シ

○ × ○ × ○ ○
仮
設

○ ○ ▽

Ａ
Ｌ

〇 ○ Ｏ

Ｊ

疑
問
推
量

○ × Ｏ

Ｌ

○ × △

Ａ
Ｉ

並
列

Ｆ

ｏ Ｏ

Ｌ

×

■
ｖ
△ △

Λ
ゴ

×
発
語

△
漢
文
訓
読
語
　
▽
和
化
的
用
法

お
わ
り
に

肯
否
的
疑
間
が
複
数
並
べ
ら
れ
た
疑
間
形
式
で
あ
る
選
択
的
疑
間
に
は
自
ず

と
並
列
の
意
味
も
重
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
和
語
で
あ
る
モ
シ
の
並
列
の
用

法
は
、
漢
語

「若
」
の
並
列
の
用
法
に
よ
り
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『古
事
記
』

で
は
、
並
列
の
用
法
を
有
す
る

「或
」
が
、
同
じ
並
列
の
用
法
を
有
す
る

「若
」

の
影
響
に
よ
り
、
仮
設
と
し
て
応
用
さ
れ
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

次
に
あ
げ
る
例
は
、
呪
証
の
表
現
に

「或
」
が
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

前
者
が

『古
事
記
』
、
後
者
が
そ
の
表
現
に
該
当
す
る

『日
本
書
紀
』
の
例
で
あ

２つ
。

｛靭
彗
野て
慕
鴫勤
婦
一・之は蒙嵯
、帝襲
い
騨
．。６７

｛帯卿一一『̈
一動者．者一脚睾脚しり当一一遭害一。

（
日
本
書
紀
』
巻
二
　
第
九
段

一
書
第

一
）
晰

こ
の
呪
誼
は
、
「も
し
Ａ
な
ら
ば
Ｂ
な
ら
む
。
も
し
だ
な
ら
ば
３
な
ら
む
。」

と
い
う
よ
う
に
、
対
句
形
式
の
条
件
表
現
を
構
成
す
る
。
こ
こ
は
国
譲
り
の
場

面
で
、
天
照
大
神
が
ア
メ
ヮ
カ
ヒ
コ
の
裏
切
り
を
返
矢
に
よ
り
確
認
す
る
場
面

で
あ
る
。

こ
こ
に
、
仮
設
の

「若
」
で
は
な
く

「或
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
は
理
由

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『古
事
記
』
に
お
い
て
は
そ
の
表
現
中
す
で
に
ア
メ
列
川

ヒ
コ
の
表
記
と
し
て

「若
」
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
意
味
を
異
に
す
る

「若
」

の
隣
接
を
回
避
す
る
結
果
、
変
字
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
並
列
表
現
で
あ
る
と
い

う
点
で
、
漢
語
の
レ
ベ
ル
で
意
味
的
に
共
通
す
る
並
列
の

「或
」
を
用
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
兼
永
本
、
寛
永
版
本
が

「ア
ル
ハ
」、
延
佳
本
が

「
モ
シ
ク
ハ
」
な
ど
並
列
の
意
味
で
の
典
型
的
な
訓
読
を
す
る
の
に
対
し
、
宣

長
が

『古
事
記
伝
』
に
お
い
て

「或
は
、
ニ
ツ
共
に
母
志
と
訓
べ
し
」
と
指
摘

す
る
の
は
、
「古
事
記
』
の
用
字
原
理
を
と
ら
え
た
訓
み
の
提
示
が
な
さ
れ
て
い

る
点
で
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
用
字
は
、
対
応
す
る
和
語
と
漢
語
の
意

味
領
域
が
相
互
の
影
響
に
よ
り
拡
大
し
、
互
字
的
に
用
い
ら
れ
た

一
例
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

圧̈（１
）

「若
」
に
よ
る
疑
問
推
量
の
表
現
に
つ
い
て
は
拙
稿

（
一
九
九
九
）
を
参
照
さ
れ
た

（２
）

こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
田
島
競
堂

（
一
九
九
九
）
に
詳
細
な
考
察
と
影
印

（叡

山
文
庫
蔵
）
が
あ
る
。

（３
）

「若
」
に
よ
る
疑
問
推
量
の
表
現
は
、
上
代
に
お
い
て
は
，古
事
記
し
、
『日
本
書
紀
し
、

『万
葉
集
」
に
そ
の
用
例
が
存
し
、
下
っ
て

，日
本
霊
異
記
』
や

『令
集
解
」
所
引



注
釈
書
、
『入
唐
求
法
巡
礼
行
記
と
な
ど
本
邦
説
話
資
料
や
古
記
録
に
も
散
見
す
る
。

（４
）

仮
設
と
疑
間
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
斯
波
六
郎

（
一
九
四
七
）
の
説
を
紹
介
す

Ｚ
つ
。

も
と
も
と
確
認
の
意
味
を
表
は
す

「為
」
が
、　
一
方
で
は
仮
定
の
象
徴
と
し
て
用

ひ
ら
れ
、
亦
他
方
で
は
疑
惑
の
象
徴
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
の
は
、
い
か
な
る
わ
け
か
。

思
ふ
に
仮
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
疑
惑
し
な
が
ら
仮
定
す
る
こ
と
に
外
な
ら
ず
、

疑
惑
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
仮
定
し
な
が
ら
疑
惑
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。
即
ち
仮
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
と
、
疑
惑
す
る
と
い
ふ
こ
と
と
は
、
そ
の
本

質
に
お
い
て
相
通
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
仮
定
も
疑
惑
も
と
も
に
確
認
に
到
達
し

よ
う
と
す
る
過
程
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
に
つ
い
て
、
呂
叔
湘

（
一
九
四

一
）
四
二
五
頁
～
、
西
谷
登
七
郎
～

（
一
九
五
八
）
七
七
頁
～
、
拙
稿

（
一
九
九
九
）

一
二
五
頁
を
参
照
。

（５
）

小
林
芳
規

（
一
九
七
〇
）、
拙
稿

（
一
九
九
八
）
参
照
。

（６
）

漢
語

「若
」
の
訓
義
は
多
義
に
わ
た
る
が
、
基
本
的
な
意
味
の
展
開
は
、
「神
が
そ

の
祈
り
に
対
し
て
承
認
を
与
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
諾
の
初
文
」
（白
川
静

『字
統
し

を
本
義
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
解
す
る
の
が
よ
い
。

「し
た
が
う
」
↓
「そ
の
と
お
り
に
な
る
」
↓
「だ
い
た
い
そ
の
よ
う
に
な
る
」
（か
く

の
ご
と
し
）↓
「そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
し
↓
「も
し
も
」
（も
し
）↓
「も
し
か
し

た
ら
」↓
「ま
た
は
」
（も
し
く
は
）
　
　
「日
本
語
の
歴
史
』
２

（平
凡
社
）
六
六
頁

（７
）

『万
葉
集
じ
左
注
の
例
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

右
二
首
、
今
案
不
似
御
井
所
作
。
若
疑
当
時
誦
之
古
歌
敗
。
〈巻

一
・
八
三
）

右

一
首
、
今
案
不
似
移
葬
之
歌
。
蓋
疑
従
伊
勢
神
宮
還
京
之
時
、
路
上
見
花
感
傷

哀
咽
作
此
歌
乎
。
（巻
二
。
一
六
六
）

（８
）

山
田
孝
雄

（
一
九
二
五
）
を
参
考
に
し
た
。

（９
）

荻
生
但
裸

■訓
評
示
蒙
」
（巻
四
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

蓋

府
Ｌ
降
辟
Ｒ
剛
ナ
リ
。
国
語
И
圏
ト
モ
註
シ
．
又
．
園
園
ロ
ト
モ
註
シ
．

認貪
禅
諌
り『動
静
祈
先
蜘弾
証
懃
″

『耐トツァ̈如
瑚
で
野
梨
肺
酷
Ｌ
ポ
謳χ
高
年
林移

肺
甦
稔
影
舜
『一饉
鞠
塾
い躊製

〈・０）「議一。」なけ，３辱謁認【胸わけつけ“け躊誡　（た〓○○○）を参照された

（ｎ
）

左
注
に

「右

一
首
、
或
云
、
天
皇

（筆
者
注
―
文
武
天
皇
）
御
製
歌
」
と
あ
る
。　
　
１０

（・２
）

神
田
喜

一
郎

（
一
九
二
四
他
）、
森
野
繁
夫

（
一
九
七
五
）、
松
尾
良
樹

（
一
九
八

七
）、
西
谷
登
七
郎

（
一
九
五
八
）、
大
坪
併
治

（
一
九
七
九
他
）
を
参
照
。
ま
た
、

小
島
憲
之

（
一
九
六
四
）
は
他
に

「将

・
豊

・
抑
」
を
あ
げ
る
が
、
こ
れ
ら
は
国
語

性
を
も
た
な
い
と
い
う
。

（‐３
）

〓
一保
忠
夫

（
一
九
七
六
）
は
、
疑
問
推
量
と
し
て
の

「為
」
が
、
訓
読
史
上
、
平

安
初
期
ま
で
は
モ
シ
、
平
安
中
期
以
降
サ
ダ
メ
テ

・
マ
サ
ニ
な
ど
と
訓
ま
れ
る
こ
と

を
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
田
島
銃
堂

（
一
九
九
九
）
注
五

・
一
八
七
～

一
九
七
頁
に

は
、
こ
の
表
現
の
用
例
が
先
行
研
究
と
と
も
に
網
羅
さ
れ
て
便
利
で
あ
る
。
本
稿
も

こ
れ
ら
の
学
恩
を
蒙
っ
た
。

（・４
）

「日
本
書
紀
』
の
区
分
に
つ
い
て
は
榎
本
福
寿

（
一
九
九
二
）
に
よ
る
。

（・５
）

発
語
の
例
と
し
て
は

「若
夫
」
「蓋
夫
」
の
例
が
正
格
用
法
と
し
て
存
す
る
こ
と
か

ら
、
表
中
あ
る
い
は

「若
」
に
発
語
の
用
法
を
認
め
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
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手
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収
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∩
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叙
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史
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∩
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山
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孝
雄
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九
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五
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文
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た
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語
法
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文
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出
版
）
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九
四
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）
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史
哲
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版
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澤
範
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九
九
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）
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字
使
用
の
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相
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場
合
―
―
」

∩
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文
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九
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九
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字
使
用
の
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古
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〇
）
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け
る
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」
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用
の
様
相
―
―

『日
本
書
紀
」
を

中
心
に
―
―
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翁
国
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文
字
史
の
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究
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和
泉
書
院
）
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用
テ
キ
ス
ト
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葉
集
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本
霊
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記
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以
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本
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典
文
学
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集
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学
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）
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一
民
編
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事
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新
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版
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う
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文
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本
書
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書
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生
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翁
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書
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所
収
）
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院

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


